
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 
 

学 校 名 大垣市立小野小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２８日(火) ～ 平成２６年１１月２３日(日) 

 

実 施 概 要 

①教育活動への保護者や地域の方の参加と授業公開 
②小野校区の子どもをよくする会推進大会の実施 
③学校評議員への児童集会の公開 
④地区センター祭への参加 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 ■交流活動 ■講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   ６００ 人 
計 ７５０ 人 

地域関係者   １５０ 人 

 

実 施 状 況 

１．学校評議員への児童集会の公開（１０月２８日） 
 ・１学期に授業公開、２学期に児童集会を公開することで、児童の多面

的な活動を理解していただいた。 

２．ファミリー学級の実施（１１月９日） 

 ・親子ふれあい活動と授業参観（１・２・３年） 
  地域の方を講師として、「凧づくり」「リースづくり」「絵手紙」等

全部で１６の講座を開設して、親子のふれあいを深めた。 

 ・キャリア講演会と授業参観（４・５・６年） 
  「プロから学ぶ」をテーマに、青木和義さん(ロックグループ ドラマ

ー)を講師として、働くことの意義や夢をもつことの大切さを親子で学
んだ。 

３．小野校区の子をよくする会推進大会の実施（１１月９日） 

 ・地域や各学校から推薦された善行児童生徒の表彰 
 ・講演「地域の力を活かした子どもの教育」講師：山本 譲 教育長 
   児童、保護者、地域住民が参加し、小学校を核として「地域の子ども

は地域で育てる」ことを確認し合った。 

４．地区センター祭への参加（１１月１６日 三城 １１月２３日 和合） 
  児童の絵画等の作品展示と４年生の合唱披露を行い、地域住民とふれ

あった。 

 

 

 

 

 

 

成果及び課題 

○地域の方を講師に招いた講座を開催することで、家庭・地域・学校が連
携を図って子どもを育てていく意識が高まった。 

○保護者や地域の方に児童が真剣に学習する姿を見ていただくことで、学
校の教育活動に対する理解を得ることができた。 

○親子で一緒に活動したり、講演を聞いたりすることで、親子相互の理解
が深まった。 

●広報等をさらに確実に行い、学校の取組や児童の良さを保護者や地域の
方に知らせることを通して、学校・地域・保護者の連携を一層強化して
いく。 

 


